
　
平
成
の
時
代
が
幕
を

下
ろ
し
、
新
し
い
時
代

を
迎
え
る
に
当
た
り
、

新
た
な
タ
イ
ト
ル
で
紙

面
に
臨
み
た
い
と
の
思
い

か
ら
思
い
切
っ
て
今
回
よ

り【
東
風
吹
か
ば
】と
改

め
た
。
前
号
ま
で
の【
宰

府
の
風
】も
丁
度
二
十

号
を
数
え
、
切
り
が
良

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、以
前
よ
り
改
元
を
機
に
と
の
思
い
を
も
っ
て
考
え

て
い
た
も
の
で
あ
る
。い
ず
れ
に
せ
よ
、こ
の
度
の
改
元
、
国
書・万
葉
集

の
梅
花
の
宴
の
序
文
よ
り
引
用
さ
れ
、且
つ
、ご
当
地
太
宰
府
に
所
縁
の

あ
る
章
段
か
ら『
令
和
』と
さ
れ
た
。
当
方
の
付
け
た
タ
イ
ト
ル
も
前

号
ま
で
の
も
の
と
合
わ
せ
て
、何
か
し
ら
不
思
議
な
縁
を
感
じ
る
。

　
そ
の
昔
、「
遠
の
朝
廷
」と
称
さ
れ
、
外
交
の
要
衝
で
あ
っ
た
「
大
宰

府
」
。
大
伴
旅
人・山
上
憶
良・小
野
老
等
々
、
名
だ
た
る
歌
詠
み
の
達

人
た
ち
の
息
吹
が
、
千
三
百
年
前
の
悠
久
の
歴
史
と
と
も
に
蘇
り
、
人

を
引
き
つ
け
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
彼
ら
は
、
筑
紫
歌
壇
を
形
成

し
、数
多
く
の
名
歌
や
漢
詩
を
生
み
出
し
、万
葉
集
に
も
た
く
さ
ん
編

集
さ
れ
て
い
る
。
謂
わ
ば
中
央
に
劣
ら
ぬ
文
芸
サ
ロ
ン
を
育
ん
で
い
た
の

で
あ
る
。こ
う
し
た
歴
史
的
背
景
に
加
え
、こ
の
度
の
改
元
に
伴
い
、太

宰
府
が
今
、
世
の
注
目
を
浴
び
、
各
地
か
ら
の
来
福
者
も
急
増
し
、こ

れ
ま
で
に
な
い
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、こ
の
度
の
タ
イ
ト
ル【
東
風
吹
か
ば
】は
皆
さ
ん
ご
存
知

の
菅
公
こ
と
菅
原
道
真
公
の
最
も
有
名
で
広
く
愛
誦
さ
れ
て
い
る
和
歌

の
冒
頭
五
音
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て「
東
風
」と
は
可
愛
が
っ
た
梅
を
悲

し
く
忍
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。こ
の
歌
に
は
悲
し
い
歴
史
が
あ
り
、そ
し
て
、

飛
梅
伝
説
を
生
ん
だ
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　
因
み
に
、「
東
風
吹
か
ば 

匂
い
起
こ
せ
よ 

梅
の
花 

主
な
し
と
て 

春

な
忘
れ
そ
」こ
の
和
歌
が
タ
イ
ト
ル
の
典
拠
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
る
ま
い
が
、改
め
て
添
え
て
お
こ
う
。

　
今
日
、私
た
ち
は
、和
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
「
昭
和
」の
代
に

戦
争
を
起
こ
し
た
反
省
か
ら
、
天
と
地
が
無
事
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

と
願
い「
平
成
」と
し
た
。
文
字
通
り
、戦
争
の
な
い
平
和
な
時
代
で
あ
っ

た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。そ
し
て
今
、新
た
に
、２
４
８
番
目
の
元
号
と

し
て
、
和
を
更
に
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、
麗
し
き
時
代
を
築
こ
う
と

の
思
い
を
込
め
、『
令
和
』と
し
た
の
で
あ
る
。そ
の
名
に
違
う
こ
と
な
く

人
間
の
心
の
豊
か
さ
や
細
や
か
な
感
性
こ
そ
が
大
切
に
さ
れ
、
正
し
い

風
が
吹
く
時
代
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　
国
内
外
問
わ
ず
人
び
と
が
、本
当
に
大
事
に
さ
れ
る
御
代
で
あ
る
こ

と
を
願
い
、そ
の
事
を
こ
こ〈
つ
く
し
〉の
地
よ
り
発
信
し
て
ゆ
き
た
い
。
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２．入会式開催について  
【開催日時】平成３１年４月９日（火）　午前１０時４０分より１１時まで
【場所】九州産業高等学校  体育館
平成３１（令和元）年度入学式が、多数のご来賓並びに、保護者のご臨席のもと厳粛にとり行わ
れ、新入生685名を迎えました。

記
（１）会長あいさつ・会則説明（古田会長）  
（２）校長あいさつ（組坂校長）  
　 なお、本会委員につきましては、前年度３年生委員のお子様卒業に伴い、本年度も新１年            
　　生の保護者より選任させていただくことについて会長より新会員に協力要請がありました。

１．委員会開催について
【開催日時】平成３１年２月１６日（土）　午前１１時３０分より１２時１０分まで　【場所】九州産業高等学校  多目的室B
下記のとおり審議されました。

記
（１）平成３０年度予算修正（決算見込案）について 
      事務局からの資料に基づき、内容説明後審議され提案どおり承認されました。

（２）平成３１年度予算（案）について
      事務局からの資料に基づき、内容説明後審議され提案どおり承認されました。

（３）その他　校長より現時点での進学・就職状況について次のとおり報告がありました。
      ・進学（平成３１年１月３１日現在）合格者数 ３５６名　　・就職（平成３１年１月３１日現在）就職内定者数 ２０２名

保護者会
会務報告

平成31年2月から
平成31年4月まで

校 

長
組
坂  

法
人

左端
●比嘉  アントニー  健(英語)
　一人でも多くの生徒と仲良くなれるよう

に頑張りますので、よろしくお願いします。
中央左
●曽我  祐太朗(地歴公民)
　皆さんが日々の生活で｢楽しい学び｣を多

く発見できるように、毎日全力で取り組ん
でいきます。よろしくお願いします。

中央右
●髙村  勇成(地歴公民)
　歴史や社会の面白さを伝えていきたいと思っ

ています！精一杯頑張りますのでよろしくお
願いします。

右端
●深井  大介(英語)
　読書と歌が好きです。皆さんと一緒に頑張り

たいと思っています。よろしくお願いします。

新 任 教 員 　 紹 介NEW
FACE

蒲谷 萌里（筑山中学校出身）

2019年度 大学・大学校 合格実績（抜粋）

本校は「資格の九産」と言われるように多種多様な資格を取得できることが特徴であり、この資格を最大限に活かした就職支援を行います。また、朝補習や個別
指導を通しての就職指導、学校を挙げての企業訪問などにより、多数の企業から内定をいただいております。

※学校紹介による就職内定162名※（機械科5年連続就職内定100％達成）

西南学院大学
福岡大学

110名合格!!
213名合格!!

九州産業大学181名合格!!
九州産業大学への付属校入試や中村治四郎奨学金※

などの特典あり※授業料免除の制度です。

国公立大学（大学校を含む）

112名合格!!

朝田 捺暉（北野中）

内堀 真弥（北野中）

藤田 怜実（平野中）

土屋 拓輝（三輪中）

山本 歩華（大野東中）

小川 文大（太宰府東中）

鬼丸 太一（二日市中）

姫野 凌哉（宝城中）

蒲谷 萌里（筑山中）

関　 誠也（春日中）

藤本 大晴（柏原中）

■福岡教育大学
■大分大学
■山口大学
■防衛大学校

7名
7名
1名

15名

■熊本大学
■宮崎大学
■福岡女子大学

4名
3名
2名

■九州工業大学
■佐賀大学
■長崎大学
■北九州市立大学

3名
16名
5名
2名

■明治大学
■東京理科大学

1名
1名

■慶應義塾大学
■駒澤大学

1名
2名

■青山学院大学
■芝浦工業大学

1名
1名

■早稲田大学
■中央大学

1名
3名

〈国公立大学・大学校〉 〈私立大学〉

九州大学 医学部 保健学科

IHミートソリューション㈱
㈱岩田屋三越
大分キヤノン㈱
㈱キーレックス
キャタピラー九州㈱
九州電力㈱
九州旅客鉄道㈱
㈱九電工

㈱きんでん
㈱神戸製鋼所
コカ・コーラ ボトラーズジャパンベンディング㈱
三和シヤッタ－工業㈱
JR九州エンジニアリング㈱
JFEスチール㈱西日本製鉄所
JFEプラントエンジ㈱
昭和鉄工㈱

第一精工㈱
㈱ダイショー
ダイハツ工業㈱
筑紫農業協同組合
東京急行電鉄㈱
㈱東洋システム
㈱東洋新薬
㈱トーモク九州工場

㈱トッパンパッケージプロダクツ
富永スチール工業㈱
トヨタ自動車㈱
トヨタ自動車九州㈱
トヨタ車体㈱
㈱名村造船所
西鉄エム・テック㈱
西日本鉄道㈱

ニチバンメディカル㈱
日産車体㈱
日産部品九州販売㈱
日鉄物流八幡㈱
日本製鉄㈱君津製鉄所
日本通運㈱福岡海運支店
日本たばこ産業㈱九州工場
濱田重工㈱

日野自動車㈱
㈱福岡イエローハット
㈱福岡電設
㈱ブリヂストン
文化シヤッター㈱
ベルテクネ㈱
㈱ホテル日航福岡
マツダ㈱

三島光産㈱
三菱ふそうトラック・バス㈱
㈱明和製作所
山崎製パン㈱
UDトラックス㈱
菱電エレベータ施設㈱
YKK㈱黒部事業所

など（50音順）

■西南学院大学
■中村学園大学
■筑紫女学園大学
■福岡看護大学

110名
20名
25名
7名

■九州産業大学
■福岡工業大学
■国際医療福祉大学

181名
24名
10名

■福岡大学
■久留米大学
■福岡女学院大学
■聖マリア学院大学

213名
73名
16名
5名

関東地区

など
■近畿大学 11名■同志社大学 6名 ■関西大学 2名■立命館大学 7名関西地区

福
岡
県
内

■一橋大学 1名

■神戸大学 1名
■九州大学 11名 全員現役

九州大学現役合格　　名11

合格者数
毎年UP！

今年も九州産業高校から多くの合格者が出ました!!

■主な就職先（2019年4月入社）

求人数1,571名（昨年比18％増）

2019年度 九州産業高等学校 進路実績

私は九州大学に進学したいと考え、難関大学合格を目指す九産高校のスーパー
特進クラスを専願で受験し入学しました。実際に九産高校の先生方は非常に熱心
で、目標とする大学合格への道を的確に指し示してくれましたし、何より授業がとても
分かりやすかったです。だから私は、3年間塾に通うことなく、学校の授業や課題、
先生からもらった個別の課題に取り組むことで、目標の進路を達成できました。
また、私のクラスはとても明るく温かいクラスでした。学校行事はどのクラスよりも
思いっきり楽しむことができましたし、毎日笑顔の3年間でした。そんな仲間とだから、
勉強が辛いときも乗り越えられたと思っています。

山本 歩華（大野東中学校出身）

九州大学 共創学部

私は九産高校に入学してから、友達に誘われて吹奏楽部に入部しました。放課後の講座
で部活に行ける日が少なく、辛い思いもしました。しかし、結局部活も勉強も、大切なのは
「それをした時間の量」ではなく「それに集中した時間の量」であることだと自分は思ってい
ます。私はこのことを、大勢の尊敬できる先生や先輩、クラスや部活の仲間から学びました。
他にも彼らから学んだことは勉強面や部活面だけでなく、人間面でもたくさんありました。
私は九産高校で3年前の自分から大きく成長することができたと思います。勉強をする環

境が整っていて、部活も行事も盛んな九産高校で3年間を過ごせてよかったです。後輩のみ
なさんも自分の夢に向かって頑張ってください!!

合
格

合
格

　4月9日（火）、桜の花びらが舞う快晴の空の下、本校体育館
にて入学式が執り行われました。新入生685名は真新しい制
服に身を包み、真剣な面持ちで入学式に臨んでいました。
　式の中では、校長より「新時代の息吹を胸いっぱいに吸い込
み、それを力に変え、確かな未来に向かって存分に過ごしてほ
しい。」と平成から令和へと向かう新しい時代に高校生活を送
る新入生へのエールが贈られました。
　式終了後、各クラスの担任より学校生活についての説明や諸
連絡、クラスの教育方針などが伝えられました。翌10日(水)に
はさっそく、2，3年生との顔合わせとなる対面式が行われ、新
入生が本校の新たなメンバーとして受け入れられました。

桜舞う中、
入学式を無事挙行

学年主任より一言

第一学年主任　猿渡 友紀

 新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。皆さんは、高校生活に様々
な夢や希望をもって入学してきたことと思います。その実現のために、まずは
日々努力を重ねましょう。また、一人の力では成し遂げられないことでも、級
友、先輩、先生方と協力することで実現することもあるはずです。新たな出会
いを大切にして多くの人と関わることで、夢の実現、人としての成長を図って
いきましょう。そして、今の気持ちをいつまでも大切にし、充実した高校生活
を送ってくれることを願います。

（国公立の現役合格率96%）



　3月15日(金)～17日(日)に香港で開催された第3回アジアユース陸上競
技選手権において、本校陸上競技部所属の重谷大樹君（三国中／2年）が
日本代表として、男子200ｍ走に出場し、見事に第4位の成績を収めまし
た。初の国際大会出場となりましたが、世界という大舞台でも物怖じするこ
となく、素晴らしい結果を出した重谷君の今後の活躍に期待したいです。

　4月18日（木）、福岡県営春日公園野球場において、九州産業大学
付属高等学校同士の交流戦である第7回中村治四郎杯が開催され
ました。快晴の中で行われた試合は、本校と九州高校による白熱した
試合となりました。交流戦本番に向け、全校生徒が様々な掛け声や
動きを練習し、選手たちにエールを送りました。選手たちも懸命なプ
レーで全校生徒の声援に応えてくれました。試合は野球部主将の佐
戸紫音君（博多中／3年）のホームランが出るなど、スタンドも大きく
盛り上がりましたが、最後は九州高校の堅牢な守備の前に惜しくも
敗れました。今回の試合の悔しさを夏の大会でぜひ晴らしてもらいた
いです。

　4月11日(木)・12日(金)・15日(月)に学年別で遠足が行
われました。1・2年生は海の中道海浜公園へ、3年生は
3333段という日本一の階段で有名な熊本県の釈迦院御
坂遊歩道へ、それぞれ別日程で向かいました。各学年とも
に遠足当日は天候にもめぐまれ、充実した1日を過ごすこと
ができました。新しいクラスでのレクリエーション、円を作っ
て友達と一緒にお昼を食べる、皆で声を掛け合って階段を
登りきるなど、交流を深める良いきっかけになったのではな
いでしょうか。1学期はまだまだ多くの学校行事があります。
たくさんの思い出を作ってほしいです。

○予 選／第1位（全体）　〈 記 録　21秒48 〉
○決 勝／第4位　         〈 記 録　21秒95 〉

●男子200ｍ
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男子200ｍで
アジア第４位！

第6回全国私学男子
ソフトボール大会に出場して

男子ソフトボール部部長　石橋 滉太（三国中／3年）

男子ソフトテニス部部長　堀川  蓮（花畑中／2年）

　3月12日（火）、本校体育館で歴史的な偉人である西郷隆盛の曾孫にあたる西郷吉太郎先生を講師
としてお招きし、第１回文化講演会を行いました。この文化講演会は、将来、多様で幅広い教養が求めら
れる現代社会を生きていくために必要な見識を深めることを目的として実施されました。
　吹奏楽部がオープニングセレモニーを務め、放送部の司会で開始された本講演会は、本校生徒だけ
でなく、保護者や地域の方々に多数ご参加いただきました。
　講演会の中では、血縁だからこそ語ることのできるエピソードや、テレビなどでは語られていない西郷
隆盛の姿などをお話していただきました。講演を聞いた生徒たちは、普段の授業では得ることの出来な
い知識や経験を得ることが出来たのではないでしょうか。

　3月27日（水）～3月29日（金）にかけて、愛知県（愛・地球博記念公園）にて第6回
全国私学男子ソフトボール大会が開催されました。
　今大会は2回目の出場でしたが、全国大会出場常連校に対して、すべての試合で善
戦し、全国の私学の中で第6位とな
りました。全国選抜大会ベスト4の
高校に勝利するなどして、自信にな
りました。
　5月には、インターハイの県予選も
始まりますが、この経験を糧に戦っ
ていきたいです。皆様からのご声援、
本当にありがとうございました。

第１回 文化講演会開催 ～西郷吉太郎先生を迎えて～

部活動報告

春の学校行事 遠足

陸上競技部

男子ソフトボール部

平成最後の定期演奏会
感動のクライマックスへ

　3月17日(日)に、筑紫野市文化会館にて本校の吹奏楽
部による平成最後となる第33回定期演奏会が行われま
した。｢愛｣をテーマに行われた今回の定期演奏会では、
オオサカ・シオン・ウィンド・オーケストラの井澤祐介先
生をスペシャルゲストとしてお迎えし、156名の部員によ
る演奏・歌・ダンスが披露されました。3月に卒業した3年
生にとって最後のステージで
もあり、昼の部、夜の部合わせ
て約1600名のお客様にご来
場いただきました。4月からス
タートする新体制の吹奏楽
部、今年度も素晴らしい演奏
を届けてもらいたいです。

吹奏楽部

第２４回全国私立高等学校
男女バレーボール選手権大会に出場

　３月２６日(火)～２９日(金)に東京都で行われた、第２４回全国私立高等学校男女
バレーボール選手権大会に出場しました。
　松本喜輝君（那珂川北中／3年）が全日本高校選抜合宿に参加しており、エース不
在の状態で今大会がスタートしましたが、「エースに頼らず、自分たちの力で勝つ」こと
を目標として戦いました。そ
の結果、一つ一つの試合の
中で全員が結束し、チーム
として大きく成長することが
できました。
　今年度もインターハイや
春高を目指し、活躍すること
を期待したいです。

バレーボール部 第16回福岡県選抜ステップアップ
ソフトテニス大会 団体準優勝

　私たち男子ソフトテニス部はインターハイ出場を目指し、日々練習に励んでいます。
今回準優勝という結果を残すことができましたが、大会規模や試合内容を考えても
満足いくものではありません。Ｇ.Ｗ.中に開
催される高校総体中部ブロック予選会で
は、団体戦・個人戦ともに入賞を目指し、今
後もより一層の努力を重ねていきます。

男子ソフトテニス部

第7回中村治四郎杯 晴天の下開催

3年生
釈迦院御坂

遊歩道

2年生
海の中道
海浜公園

1年生
海の中道
海浜公園

橋本  将汰（柏原中／2年）
森田  惇史（春日南中／2年）
堀川  蓮（花畑中／2年）
宮川  勇真（那珂川北中／2年）
石畑  優斗（席田中／1年）
松本  竜太郎（三宅中／1年）


